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記

１ 　

改
定
周
期
短
縮
等
を
策
す
る
家

賃
改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
や
め
、

都
市
再
生
機
構
法
附
帯
決
議
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
を
遵
守

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

家
賃
制
度
に
改
善
す
る
こ
と

２ 　

低
所
得
高
齢
者
等
へ
の
家
賃
減

額
制
度
充
実
に
努
め
、
高
齢
者
、

子
育
て
世
帯
の
居
住
安
定
を
図
る

こ
と

３ 　

収
益
本
位
の
団
地
統
廃
合
は
止

め
、
空
き
家
を
早
急
に
解
消
す
る

等
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
を
公
共
住
宅

と
し
て
守
り
、
国
民
の
生
活
向
上

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
役
立

て
る
こ
と

（
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
理
事

長
あ
て
）

テ
ロ
に
対
す
る
万
全
の
態
勢
を
求
め

る
意
見
書

　

政
府
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
イ
ス
ラ
ム
国
）

に
よ
る
邦
人
殺
害
事
件
へ
の
対
応
の

検
証
を
行
い
教
訓
と
し
、
そ
の
結
果

を
で
き
る
限
り
国
民
に
公
開
し
、
国

民
と
と
も
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
連
安
保
理
決
議
に
も
と

づ
き
テ
ロ
の
脅
威
に
直
面
す
る
国
際

社
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
安

定
化
に
む
け
た
非
軍
事
的
な
取
り
組

み
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
国
内
及

び
海
外
で
の
国
民
の
安
全
確
保
に
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
今
回
の
事
件
を
教

訓
と
し
、
テ
ロ
か
ら
国
民
を
守
る
万

全
の
態
勢
を
つ
く
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
あ
て
）

（
い
ず
れ
も
３
月
17
日
議
決
）

討 論 者

討 論 者

討 論 者

討 論 者

きじま　てるい
　委　員　

おぐら　修平
　委　員　

足
立
区
議
会

公

明

党

足
立
区
議
会

自
由
民
主
党

本
予
算
案
は
、「
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
、
今
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
」
と
銘
打
ち
、
特
に
「
貧
困

の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た
め
、平
成
27
年
度
を
「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
元
年
」
と
位
置
付
け
、
こ
の
問

題
の
核
に
正
面
か
ら
挑
も
う
と
す
る
区
長
の
熱
い

思
い
が
込
め
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
。

政
府
の
経
済
見
通
し
は
、「
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見

直
し
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化
等
に
引
き
続
き
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
策
定
に
あ
た
り
、
綾
瀬
エ
リ

ア
で
は
、
優
先
交
渉
権
者
と
事
業
提
案
内
容
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
綾
瀬
駅
前
の
開
発

等
、
周
辺
環
境
の
動
向
を
注
視
し
、
議
会
や
地
元

同
時
補
正
の
４
会
計
予
算
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
、
先
行
国
で
個
人
情
報
漏
え
い
事
件
が
社
会

問
題
化
、
巨
大
公
共
事
業
の
利
権
も
指
摘
さ
れ
、

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
侵
害
等
も
あ
り
、

中
止
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
補
正
予
算
額
の

大
半
は
臨
時
給
付
金
関
連
で
あ
り
、
区
民
生
活
を

支
え
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

当
初
予
算
は
、
基
金
が
史
上
最
高
の
１
千
190
億

円
弱
に
な
り
、
10
年
間
の
増
加
額
は
23
区
１
位
。

新
た
な
借
金
は
38
億
円
か
ら
67
億
円
と
増
え
た
。

本
予
算
審
議
で
は
、
自
治
法
で
う
た
う
住
民
福

祉
の
増
進
を
担
う
こ
と
の
重
み
の
認
識
を
疑
わ
ざ

る
を
得
な
い
区
の
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
税
金
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
。

区
の
一
般
財
源
も
含
め
１
億
２
千
万
円
余
も
投

入
し
た
中
川
遊
歩
道
を
、
数
年
で
取
り
壊
す
こ
と

は
、
区
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

の
意
見
・
要
望
等
を
踏
ま
え
、
事
業
内
容
の
見
直

し
を
求
め
る
。
ま
た
、
江
北
エ
リ
ア
で
は
大
学
病

院
等
の
誘
致
、
花
畑
エ
リ
ア
で
は
大
学
の
誘
致
等
、

多
く
の
区
民
が
望
む
施
設
の
誘
致
を
一
日
も
早
く

実
現
す
る
よ
う
求
め
る
。

福
祉
・
衛
生
で
は
、
生
活
保
護
の
不
当
受
給
の

是
正
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
に
よ
る
医

療
扶
助
費
の
抑
制
、
糖
尿
病
対
策
と
健
康
づ
く
り

対
策
、
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
空
き
家
対
策
、

地
下
鉄
８
号
線
の
整
備
促
進
、
震
災
・
災
害
対
策

で
は
、
総
合
防
災
訓
練
、
道
路
の
空
洞
化
対
策
、

教
育
で
は
、
教
科
書
採
択
、
道
徳
教
育
の
推
進
、

学
校
選
択
制
と
二
期
制
の
見
直
し
、
通
学
路
の
安

全
対
策
等
に
関
す
る
指
摘
・
要
望
が
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
事
項
を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に
努
力
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
長
期
的
な
区
政
運
営
を
考
え
た
も
の
で
は

な
く
、
到
底
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
予
算
の
執
行
で
も
、
議
会
と
の
信
頼

関
係
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
税
金
が
食
い
物
に
な

る
戸
籍
や
国
保
の
外
部
委
託
は
撤
回
す
べ
き
だ
。

第
二
に
、
区
民
の
願
い
に
背
を
向
け
る
冷
た
い

区
政
と
い
う
点
で
あ
る
。

介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
保
育
料
の
３
つ

の
負
担
増
で
区
民
に
追
い
打
ち
を
か
け
、
負
担
軽

減
を
求
め
る
声
に
耳
を
貸
そ
う
と
は
し
な
い
。

学
校
統
廃
合
は
、
人
口
推
計
を
意
図
的
に
描
い

て
大
失
敗
し
、
40
～
50
億
円
も
新
た
な
財
政
出
動

に
な
っ
た
新
田
や
千
住
の
改
築
前
倒
し
を
教
訓
化

せ
ず
、
実
施
す
べ
き
で
な
か
っ
た
鹿
浜
小
と
上
沼

田
小
の
統
廃
合
に
よ
り
、
鹿
浜
橋
か
ら
江
北
陸
橋

ま
で
大
人
で
も
徒
歩
45
分
の
距
離
を
、
子
ど
も
に

通
わ
せ
る
姿
勢
は
、
子
ど
も
重
視
と
は
い
え
な
い
。

予
算
修
正
案
に
つ
い
て
は
、
基
金
の
１
％
だ
け

取
り
崩
し
額
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
40
事
業

26
億
円
の
新
規
拡
充
事
業
が
行
え
る
も
の
で
、「
ば

ら
ま
き
」
の
指
摘
に
は
ま
っ
た
く
説
得
力
が
な
い
。

議
会
が
役
割
を
発
揮
し
て
積
極
的
に
提
案
を
行

う
こ
と
と
と
も
に
、
区
の
姿
勢
を
切
り
替
え
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
規
模
は
一
般
会
計
で

２
千
674
億
円
、
前
年
度
よ
り
110
億
円
、
4.3
％
増
額

予
算
と
な
っ
て
い
る
。
区
は
不
断
の
行
政
改
革
に

加
え
、
事
務
事
業
の
効
率
化
、
収
納
率
の
向
上
、

未
利
用
地
の
有
効
活
用
等
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
等
と
と
も
に
基
金
に
つ
い
て
も
、
積
み
増
し
を

図
る
よ
う
望
む
。

今
回
の
予
算
内
容
は
、
我
が
党
の
提
案
や
要
望

も
反
映
さ
れ
、子
ど
も
施
策
で
は
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
制
度
の
導
入
等
６
つ
の
新
規
事

業
と
３
つ
の
拡
充
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
子

ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の

育
成
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

く
ら
し
施
策
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

や
エ
コ
家
電
製
品
の
購
入
助
成
等
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
行
い
、
区
内
経
済
の
活
性
化
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
区
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、
糖
尿
病
対

平
成
27
年
度
は
、
区
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題

に
立
ち
向
か
う
取
り
組
み
を
強
く
推
進
す
る
予
算

と
し
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
元
年
と
し
て
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め

に
き
め
細
か
い
対
策
を
打
ち
出
し
、
経
済
的
に
苦

し
い
中
学
生
の
居
場
所
や
青
年
期
・
成
人
期
の
発

達
障
が
い
者
支
援
策
等
６
つ
の
新
規
事
業
と
生
活

保
護
世
帯
の
中
学
生
の
塾
代
支
援
等
３
つ
の
事
業

を
拡
充
し
た
こ
と
等
、
貧
困
の
課
題
に
対
し
て
力

強
く
取
り
組
む
姿
勢
が
伺
え
る
。

治
安
対
策
で
は
、
刑
法
犯
認
知
件
数
が
過
去
５

年
の
減
少
数
・
減
少
率
と
も
に
23
区
中
１
位
と
成

果
を
上
げ
、
復
興
税
を
活
用
し
た
防
災
・
減
災
事

業
の
拡
充
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
実
施

す
る
等
、
一
定
の
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
当
区
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

お
り
、
自
主
財
源
が
乏
し
く
、
基
金
の
一
定
程
度

策
等
の
さ
ら
な
る
推
進
を
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
施
策
で
は
、
区
民
の
安
全
安
心
と

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
防
災
・
減
災

対
策
の
一
層
の
強
化
を
望
む
。
花
畑
・
江
北
地
域

の
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
の

要
望
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
よ
う
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
下
鉄
８
号
線

の
区
内
延
伸
は
、
平
成
27
年
度
が
正
念
場
で
あ
り
、

実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

新
制
度
に
お
け
る
待
機
児
童
対
策
、
若
年
者
の

就
労
支
援
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、

暮
ら
し
に
直
結
す
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、
施

策
の
充
実
に
向
け
一
層
の
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
窓
口
業
務
の
外
部
委
託
に
つ
い
て
も
、

今
後
と
も
慎
重
な
取
り
組
み
を
望
む
。

な
お
、
共
産
党
提
出
の
修
正
案
は
、
今
後
の
中
・

長
期
的
な
区
政
運
営
を
考
慮
し
た
案
と
は
言
え
ず
、

到
底
賛
成
で
き
な
い
。

最
後
に
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
事
項
、
提
案
及

び
要
望
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算
の
執
行
や
区

政
運
営
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
独
自
の
歳
入
確
保
、

事
業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
や
事
務
事
業
の
効
率

化
と
、
特
に
不
納
欠
損
や
収
入
未
済
額
の
改
善
の

強
化
を
求
め
る
。

今
後
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

の
人
口
構
造
変
化
へ
の
対
応
も
急
務
で
あ
る
が
、

区
民
生
活
負
担
増
と
な
り
さ
ら
な
る
困
窮
を
生
み

だ
さ
ぬ
よ
う
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
党
は
、
青
年
期
・
成
人
期
の
発
達
障
が
い

者
支
援
や
生
活
困
窮
世
帯
の
中
学
生
の
居
場
所
、

高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
拡
充
や
高
校
中
退
者

対
策
の
強
化
、
一
部
返
済
不
要
の
大
学
生
奨
学
金

の
創
設
を
強
く
要
望
し
た
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
で
は
、
専
門
家
の
活
用
や
出
張
相

談
会
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
子
育

て
支
援
策
で
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
よ
う
要

望
し
た
。
バ
ス
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新

田
や
中
川
等
交
通
過
疎
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
開
通
を
求
め
た
。

以
上
、
区
民
生
活
向
上
の
た
め
、
来
年
度
予
算

を
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

しのはら　守宏
委　員

ぬかが　和子
　委　員　

予 算 特 別
委 員 会 の
討論 ( 要旨 )

会派名

区分

足立区議会
自由民主党

足立区議会
公　明　党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
民　主　党 無　会　派

原　案 修正案 原　案 修正案 原　案 修正案 原　案 修正案 原　案 修正案

一 般 会 計 賛　成 反　対 賛　成 反　対 反　対 賛　成 賛　成 反　対 賛　成 反　対

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 賛　成 反　対 賛　成 反　対 反　対 賛　成 賛　成 反　対 賛　成 反　対

介 護 保 険 特 別 会 計 賛　成 反　対 賛　成 反　対 反　対 賛　成 賛　成 反　対 賛　成 反　対

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 賛　成 － 賛　成 － 賛　成 － 賛　成 － 賛　成 －

※４会計補正予算については全会一致で賛成。※無会派は意見表明のみとなります。
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